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群馬精工株式会社A－3 インターンシップ：○（リクナビにて開催中）
会 社 見 学：○（常時開催　要相談）

自動車
鍛造

会 社 概 要

一貫生産体制

　群馬精工は1968年の創業以来、一貫して「冷間鍛造技術」の確立に取り組んでき
ました。中でも豊富な技術ノウハウを蓄積している当社のアルミニウムの冷間鍛造
は、高品質で資源のムダのない製品加工法として高い関心を集めている技術です。
【冷間鍛造とは】
　常温環境下で金属に圧力を加え、変形させながら成形を行う加工技術です。鍛造
途中に材料ロス（金属廃棄物）をほとんど発生させず、高速加工も可能なことから「環
境に優しく、合理化に強い」加工技術と言われています。

群馬精工では創業以来の豊富な冷間鍛造ノウハウを蓄積しており、最適な素材の選定から金型の設計製作、鍛造、さらに
は切削など後工程まで一貫した生産体制を構築しています。社内工程の合理化を追求する事により、お客様のさまざまなニー
ズに迅速に対応できる技術・環境を整えています。

設　立：1968年７月８日
所在地：群馬県藤岡市中大塚

1065-1
Ｈ　Ｐ：�http://www.gunmaseiko.

co.jp/
問合先：総務課　藤田
E-mail：�fujitah@gunmaseiko.

co.jp

坂本工業株式会社製造 インターンシップ：○　８月予定
会 社 見 学：○　web開催

自動車
金属加工等

会 社 概 要

製品・技術の特徴

　弊社は群馬県太田市に拠点を構え、製品の安全性、
耐久性の評価、先行開発からの解析・評価試験により、
信頼性の高い製品設計・開発を行っており、製造まで
を一貫しておこなっている開発型のメーカーです。
また、SRDホールディングス株式会社は2015年４月
に坂本工業株式会社より分社。自動車の燃料タンク、
マフラー等自動車の基軸部品開発における高い技術力、
坂本工業からのノウハウを活かして世界トップレベル
の製品作りを目指しております。

弊社が世界に誇る、低燃料透過多層構造樹脂製燃料タンク
複雑な成型加工にトップレベルの技術力を発揮

創　業：1946年２月
所在地：群馬県太田市別所町

292番地
Ｈ　Ｐ：�https://www.sakamoto 

net.co.jp/
問合先：�管理部  人事  担当／瀬平
E-mail：�masakazu_sehira@

sakamotonet.co.jp

複雑な形状のエキゾーストマニホールド

曲 げ 制 度 ± 0.2mmと�厳�し�い社
内基準を設け高品質のライン設計
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太陽光パネルの設置
人と地球にやさしい製品づくり

完全無響室
微細な音の変化を捉える実験設備

新規製品としてEV車用製品の製造を行います。

2025年4月　
バッテリーパック製造開始

2027年４月　
eAxleの製造開始予定




